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A/Dコンバータについては、
下記Webサイトをご覧ください。
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A/Dコンバータ（ADC）がいわゆる「低速」であっ
ても、内部フロントエンド回路の帯域幅（フル・パ
ワー帯域幅ともいいます）が相当広いことがあると
いうことを知っておくのは大切です。コンバータは、
次のサンプルに間に合うようにセトリングできる
ような内部フロントエンドの帯域幅を必要としま
す。こうして、設計者が取得してデジタル信号化し
ようとしている情報を保持するわけです。
アンチエイリアス・フィルタ（AAF）は一般にADC
の前に置かれますが、簡単な単極RCネットワーク
から複雑な多極トポロジーまでさまざまなものが
あります。いずれの場合も考え方は同じです。つま
り、対象となる周波数帯域に折り返す（エイリアス
する）可能性のある、不要なノイズやスプリアスを
除去することです。AAFを設計したり、使用したり
するときは、注意が必要です。フィルタ設計の対象
となる帯域（パスバンド）だけでなく、帯域外（ストッ
プバンド）の除去のことも理解しておくべきです。
ストップバンドでは、コンバータのアナログ内部フ
ロントエンド回路の帯域幅をはるかに超える不要
な周波数を連続的に除去するようにします（たとえ
ば、ADCのサンプル・レートが100MSPS、入力
帯域幅が1GHzの場合、AAFはナイキスト帯域
（50MHz）ではなく1GHzまでもの周波数を除去し
なければなりません）。さもないと、ストップバンド
周波数応答が上昇し始めた場合に、フィルタ設計内
に2番目のパスバンド領域ができてしまいます。こ
の2番目のパスバンド領域はストップバンドに入る
はずですが、まだコンバータのアナログ内部フロン
トエンド帯域幅内に残っていると、不要なノイズや
スプリアスが本当の対象帯域に折り返される可能
性があります。
これを回避するには、帯域内と帯域外の両方でフィ
ルタ設計を理解することが大切です。コンバータの
データシートを調べて、その入力帯域幅も確認して
おいてください。楕円、チェビシェフ、多段トポロ

ジーなど、フィルタによっては、特にストップバン
ド除去性能が低下しやすいものがあります。フィル
タ設計を選ぶ前に、このことを理解しておいてくだ
さい。AAFの最終段に部品を数点追加して、簡単な
ローパス・フィルタを作成するのも効果的でしょう。
ただし、部品数が増えるほど、対象帯域の減衰量が
増加するというトレードオフがあります。
このような問題を防ぐ1つの方法は、フィルタの周
波数応答を測定することです。1　周波数応答を測定
すれば、フィルタの応答と減衰量の大きさがほぼわ
かります。対象帯域とコンバータの内部フロントエ
ンド帯域幅をはるかに超えるフィルタの周波数応
答を測定すれば、フィルタのストップバンド領域が
どのように機能しているかわかるでしょう。
フィルタ、トポロジー、AAFの詳細については、下
記のリンクをクリックしてください。
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A.

A/Dコンバータのアンチエイリアス・
フィルタがスプリアスとノイズを
ちゃんと除去してくれません。
なぜでしょうか？

Q.

そのフィルタ、ちゃんとフィルタリングしてますか？
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